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牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事（プレファブユニット工事） 特 　記　仕　様　書　 工程ごとの作業内容 7 環境への配慮 (1.4.1) 1 足場その他 (2.2.4)

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品 ※定置する足場、作業構台等は、関連工事等の関係者に無償で使用させる

Ⅰ　工事概要 ① 造成等 造成等の工事 質及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする

・有 ・無  1) 合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、 2 監督員事務所 ・設ける　 ※設けない (2.3.1)

1　工事場所 ② 基礎・基礎ぐい 基礎・基礎ぐいの工事 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保 面積規模（　　　　　）㎡程度

・有 ・無 温材、緩材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発 監督職員ｽﾍﾟｰｽと工事監理業務の職員ｽﾍﾟｰｽは間仕切壁等で仕切る

2　敷地面積 ③ 上部構造部分・外装 上部構造部分・外装の工事 散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ﾎﾙ 監督職員事務所の仕上げ

　 ・有 ・無 ﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分に応じた材料を使用する

3　地域地区 都市計画区域（　・内　　・外　）　　　準都市計画区域（　・内　　・外　） ④ 屋根 屋根の工事  2) 接着剤及び塗料はﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの含有量が少ない材料

　　　　　　　　　用途地域等（　　　　　　　　　　）　・指定なし ・有 ・無 を使用する  合板張り又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼り

　　　　　（　・防火地域　・準防火地域　・法22条区域　・指定なし　） ⑤ 建築設備 建築設備・内装等の工事  3) 接着剤は可塑剤(ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－2－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ等を含有  合板又は石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

・有 ・無 しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する  塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

4　建物用途 ⑥ その他 その他の工事  4) 1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等 (現場事務所) ※現場事務所内に監督職員閲覧ｽﾍﾟｰｽを設け、施工計画書等を備えること

（ ） ・有 ・無 は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極め

5　建物概要 て少ない材料を使用したものとする 3 工事用水 構内既存の施設　※利用できる(※有償  ・無償) ・利用できない

・本工事は、建設ﾘｻｲｸﾙ法等の対象工事外であるが分別解体等及び特定

建設資材の再資源化等について適切な措置を講ずる。 また、設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」は、次の通りとする 4 工事用電力 構内既存の施設　・利用できる(※有償  ・無償) ※利用できない

規制対象外

特定建設資材  ① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及 5 指定仮設等 指定仮設の範囲 (種類、箇所、規格、数量を明示)

び第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料以外の材料 ※図示

・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊  ② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣 上記に該当しない仮設については、全て任意仮設とし、請負者の創意工夫

の認定を受けた材料 により施工すること。施工にあたっては、施工計画書に工法・数量等を

・ｱｽﾌｧﾙﾄ･ 第三種品 明示し、監督職員に提出すること。

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊  ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発 なお、任意仮設のため、仮設工法の変更に伴う数量変更や工期変更は行わ

・建設発生木材 散建築材料 ない。

6　工事種目  ② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通

・ ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

本工事に使用する材料については、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有しないものとする

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵 公共工事の配慮事項 1 埋戻し及び盛土 種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種 (3.2.3)(表3.2.1)

守し、適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定に当たって ｸﾞﾘｰﾝ購入法（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の調達の推 C種の場合

は監督職員と協議をすること。 進に関する基本方針における公共工事の配慮事項に留意すること (発生場所： )

・再生資源利用計画書および実施書は、建設副産物情報交換システム （基本方針一部抜粋）２１．公共工事の【配慮事項】資材の梱包及び (連絡先　： )

（ｺﾌﾞﾘｽ）にて作成し提出すること。 容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負 (運　搬　：・発生原因者側 ・本工事 km )

荷低減に配慮されていること

特定建設資材以外 2 建設発生土の ・構内指示の場所(・敷きならし　・たい積　)構外指示の場所

Ⅱ　建築工事仕様 8 化学物質の ・行う ・行わない (1.5.9) 処理 受け入れ施設 ( )

1　共通仕様 ・ 濃度測定 受け入れ場所での処置 ( ・敷きならし ※たい積　 )

(1) 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共 施工完了時に室内空気中のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ 搬出距離 ( ) Km

建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」(以下、「標準仕様書」という )による。 ・ の濃度を測定し、監督職員に報告すること。 処分費 ・有償 ・無償

(2) 本工事に電気設備、機械設備工事を含む場合の特記仕様書は別図による。 1)測定方法 ※ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器 ・ｱｸﾃｨﾌﾞ型採取機器 上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督

(3) 受注者は完了検査（中間検査を含む）には、特定行政庁（建築主事）が求める検査に必要な ・ 2)測定対象室 ※仕上表による ・対象室名 ( ) 職員と協議のうえ決定する

資料等（報告書等）を用意すること。 3)測定箇所数 ※仕上表による ・ ・構内指示の場所 ※図示 ・( )

・ 注) 測定ﾊﾞｯﾁはﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ用と、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ用の2種類を ・処理方法 ( ・敷きならし ※たい積　 )

　　用いる

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵

2　特記仕様 守し、適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定にあたって

(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。 は監督職員と協議をする 9 特別な材料 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法及び新工法は、以下の 特記仕様書 (構造関係による)

(2) 特記事項は、印の付いたものを適用する。 の工法及び いずれかによるものとし、監督職員と協議すること 4章 地業工事

印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。 3 品質計画 施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計算 (1.1.2) 新工法 NETISで認定された工法 5章 鉄筋工事

印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。 基準風速( V0 )  ( 34  ) m/s 公的機関の実験等により確認された工法 6章 コンクリート工事

(3) 特記事項に記載の（  .  .  ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表 地表面粗度区分 ・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ 7章 鉄骨工事

を示す。 ・上記風圧力の1.3倍の風圧力に対する安全性を確保する 10 技能士 (1.5.2)

(4) 　 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（ｸﾞﾘｰﾝ購入法）」の特定調 ・上記風圧力の1.15倍の風圧力に対する安全性を確保する ※本工事に必要な作業及びその作業に従事する職種について適用する。

達品目を示す。判断の基準は「環境物品の調達の推進に関する基本方針（令和5年2月版）」 適用工種 ・ALCﾊﾟﾈﾙ(外壁、屋根) ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁) ただし、これにより難い場合は監督職員と協議すること。 1 補強ｺﾝｸﾘｰﾄ ブロックの種類等 (8.2.2～5,8)

（環境省のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能）による。 ・外壁石張(乾式) ・外装材(断熱工法) ※技能士の資格を証明する資料を監督職員に提出すること。 ﾌﾞﾛｯｸ造

(5) 関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認 ・長尺金属板葺 ・折板葺

識した場合には、その対応について、監督職員と協議すること。 ・アルミ笠木 ・ガラスブロック 仮設工事 とび ・とび作業 ・120 ※400 ※200 ・無

(6) 形状寸法の単位は、特記無き限りﾐﾘﾒｰﾄﾙとする。 ・シート防水(機械式) ・屋上緑化システム 鉄筋工事 鉄筋施工 ・鉄筋組立て作業 ・150 ・ ・ ・有

・（ ） コンクリート工事 型枠施工 ・型枠工事作業 ・ ・ ・ ・ ・

防水工事 防水施工 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業 各部配筋 ※図示 ・

4 設計GL ※図示による ・現状地盤の平均高さとし、監督職員の指示による ・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 モルタルの調合（容積比）

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業 ・標準仕様書(表8.2.1)による

1 適用基準等 ※建築工事標準詳細図（令和４年版） ・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業 ・セメント ( ) : 砂 ( )

・構内舗装・排水設計基準（平成31年版） 5 設備工事 施行範囲 別表-1による (1.1.7) 木工事 建築大工 ・大工工事作業 目地仕上げ

・擁壁設計標準図（平成12年版） との取り合い 施工図等 設備機器の設置、取合い等が検討のできる施工図を提出し、 屋根及びとい工事 建築板金 ・内外装板金作業 ・押し目地仕上げ ・化粧目地仕上げ

・敷地調査共通仕様書（令和４年改定） 監督職員の承諾を受ける 金属工事 内装仕上げ施工 ・鋼製下地工事作業　 モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲

・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ施設整備基準 左官工事 左官 ・左官作業 ・図示 ・

（佐賀県福祉のまちづくり条例　施設整備ﾏﾆｭｱﾙ） 6 材料の品質等 同等以上の材料・機材等の使用 (1.4.2) 建具工事 建具製作 ・木製建具手加工作業

・施設におけるわかりやすいユニバーサルデザインのサイン 　本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能と ・木製建具機械加工作業 2 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ブロックの種類等 (8.3.2～4)

（佐賀県県土づくり本部建築住宅課発行） 同等以上のものを使用する。 ガラス施工 ・ｶﾞﾗｽ工事作業 帳壁及び塀

・土木工事等共通仕様書（佐賀県県土整備部） 　ただし、製造業者が記載されている場合に同等以上のものとする場 塗装工事 塗装 ・建築塗装作業

・建築物解体工事共通仕様書（令和４年版） 合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。 内装工事 内装仕上げ施工 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 ・120 ※400 ※200 ・無

材料・機材等の品質及び性能 ・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業 ・150 ・有

2 発生材の処理 ・発注者に引渡しを要するもの (1.3.11) 　本工事に於いて別表-2に示す材料を使用する場合の材料・機材等の 表装 ・表具作業 ・壁装作業 ・120 ※400 ※200 ・無

（・金属類 ・PCB含有物 ・ ） 製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証 畳製作 ・畳製作作業 ・150 ・有

明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ 排水工事 配管 ・建築配管作業 ・

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等 とを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける 植栽工事 造園 ・造園工事作業 塀の厚さ

・本工事は特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工 1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること 塀の高さが2m以下 ・120 ・

に特定資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に 2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること 塀の高さが2m超え ・150 ・

係る資材の再資源化等に係る法律」（平成12年5月31日法第104号。以 3) 安定的な供給が可能であること 11 建設機械等 ※建設機械を使用する場合は、排出ｶﾞｽ対策型建設機械等を使用すること 壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状 ※図示 ・

下「建設ﾘｻｲｸﾙ法」という）施行令又は都道府県が条例で定める建設 4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること ※建設工事に伴う騒音振動対策技術指針に基づき、低騒音型・低振動型建 各部の配筋 ※図示 ・

工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設ﾘｻｲｸﾙ法に基づ 5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること 設機械を使用すること 化粧目地の有無 ・無 ・有

き分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な措 6) 販売、保守等の営業体制を整えていること ※建設機械を使用しないときは、エンジンを停止するなど建設機械の稼 工法

置を講ずる。 働時間の抑制に努めること ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積帳壁の積高さは、壁厚の25倍かつ3500以内とし、その他

工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、予定した条件 ※そのほか土木工事等共通仕様書(佐賀県県土整備部)「第1章第41節 環 の部分は同厚の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造垂壁とする

によりがたい場合は、監督職員と協議する。 境対策」による

　一級建築士 登録 第           号

化粧の
有無

空洞ブロックC(16)・

正味厚さ
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

長さ 高さ

・

正味厚さ
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

床

各
章
共
通
事
項

1

章 項　目 特　記　事　項

断面形状及び圧縮
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②
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ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ工事

作　業　内　容

小城市牛津町

24,098.44㎡

部室

備考

乾燥・更衣室 S

共通事項
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土
工
事

廃棄物の種類 施設名称 所　在　地

基礎工事

木杭工事

特記仕様書（建築新営）その１

牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事（プレファブユニット工事）
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内壁、天井

屋根
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1 地盤調査の 調査位置、柱状図、地層構成、地下水位 工法 杭の現場継手 6 地盤改良 工法

結果 ・図示による （ ） ・ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固め工法 ・ｱｰｸ溶接継手 (4.4.5) (ｾﾒﾝﾄ系固化材 ・浅層混合処理工法

・ ・中掘り拡大根固め工法 形状 ・JIS A 5525による ・ を用いた工法 適用範囲、仕様及び計測、試験 ・図示による （ ）

・ 溶接材料 ・標準仕様書7.2.5(1)(2)による による改良) 長期設計支持力 ・（ ）kN/m2 ・

2 支持地盤 ・杭基礎 (3.2.1)(4.2.4)(4.3.4、5)(4.4.4)(4.5.5、6) ・図示による （ ）

支持地盤の種類及び位置(基礎ぐいの先端の位置含む) 杭周固定液 ・ ・深層混合処理工法

・図示による （ ） ・使用する ・使用しない ・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　 適用範囲、仕様及び計測、試験 ・図示による （ ）

・ 工法 ※評定等を受けた工法 （ 図 による ） 長期設計支持力 ・（ 50 ）kN/m2 ・

杭の支持層への根入れ長さ 検査 ※評定等により定められた項目（ 図 による ）

・直接基礎 ・図示による （ ） ・評定等の評価内容による 施工 ※評定等をされた施工管理基準による 7 置換ｺﾝｸﾘｰﾄ 形状、支持地盤、仕様

支持地盤の種類及び位置(基礎底部の位置含む) （ 図 による ） 地業 ・図示による （ ） ・

・図示による （ ） 杭の精度 水平方向の位置ずれ ・評定等の評価内容による (ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

・ ・ 杭頭の処理 (4.4.6) 地業) 長期設計支持力

杭の傾斜 ・評定等の評価内容による ・行う 処理方法（切断を伴う補強方法含む） ・（ ）kN/m2 ・

長期設計支持力度 ・ ・図示による （ ）

・（ ） kN/m2 ・ ｾﾒﾝﾄの種類 (6.3.1)

・行わない ・高炉ｾﾒﾝﾄB種 G ・

試験掘(根切り底)による支持地盤の確認 (3.2.1) 杭継手工法

・行う 位置等は図示による （ ） ・ｱｰｸ溶接継手 (4.3.2、6)(7.2.5) 杭頭の中詰め材料 (4.4.6) ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度 （ ）kN/m2

・行わない ・標準仕様書4.3.6による ・ ※基礎のｺﾝｸﾘｰﾄと同調合のもの

溶接材料 ・標準仕様書7.2.5(1)(2)による ・ 構造体強度補正値(S) （ ）kN/m2

・地盤の載荷試験 (4.2.4) ・図示による

・行う 試験の位置、方法等は図示による（ ） ・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの) 5 場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ 杭径、長さ、仕様等 ・図示による （ ） 8 液状化対策 工法 ・（ ）

・行わない 工法 ※評定等を受けた工法 （ 図 による ） 杭地業 ・ 仕様、範囲、計測、試験等

検査 ※評定等により定められた項目（ 図 による ） ・図示による （ ） ・

3 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ 種類 (4.2.2)(4.3.1)(4.3.3)～(4.3.6)(4.3.8) ・ 材料その他

杭地業 ・遠心力高強度ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ杭(PHC杭) 施工 ※評定等をされた施工管理基準による 帯筋の加工及び組立 9 砂利地業 材料 (4.6.2)

・外殻鋼管付きｺﾝｸﾘｰﾄ杭(SC杭) （ 図 による ） ・図示による(構造関係共通事項(配筋標準図)6.2帯筋(b)(3)➃(ロ)) ※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ G ・切込砂利及び切込砕石

SC杭の鋼管材料 ・SKK400 ・SKK490 ・

・ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ杭(PRC杭) 杭頭の処理 (4.3.8) 鉄筋かごの補強 ※4.5.4(1)(ｲ)(c)による ・ 厚さ及び使用範囲 (4.6.3)

・ ・行う 処理方法（切断を伴う補強方法含む） 厚さ 使用範囲

・図示による （ ） 鉄筋の最小かぶり厚さ ・図示による （ ） ・ ※60 基礎ｽﾗﾌﾞ下、基礎梁下、土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下、土に接するｽﾗﾌﾞ下

試験掘 ・ ・100 耐圧板

・あり 孔径はｵｰｶﾞｰ径とする ・行わない 組み立てた鉄筋の節ごとの継手

位置等は図示による （ ） ・重ね継手 10 捨ｺﾝｸﾘｰﾄ地業 ｺﾝｸﾘｰﾄの仕様 (4.6.4)(6.14.1～3)

・なし 杭頭の中詰め材料 (4.3.8) 重ね継手の長さ ・図示による （ ） ・ ※無筋ｺﾝｸﾘｰﾄによる(6.14.1、6.14.2、6.14.3)

※基礎のｺﾝｸﾘｰﾄと同調合のもの ・ ・

(4.2.2)(4.3.3) ・

杭の種類、性能及び曲げ強度等による区分(種別)、寸法、継手の箇所数等 主筋の基礎底盤への定着長さ・図示による （ ） ・ ｾﾒﾝﾄの種類 (6.3.1)

種類 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 杭径 杭長 継手数 長期設計 4 鋼杭地業 種類の記号 ・SKK400 ・SKK490 (4.2.2)(4.4.3)～(4.4.6) ※高炉ｾﾒﾝﾄB種 G ・

種別 N/mm2 mm mm 支持力 ｾﾒﾝﾄの種類 (4.5.4)(6.3.1)

kN/本 杭の種類、寸法、継手等 ・高炉ｾﾒﾝﾄB種G ・ 厚さ及び使用範囲

試験杭 上杭 種類 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 杭径 杭長 継手数 長期設計 厚さ 使用範囲

中杭 N/mm2 mm mm 支持力 ｺﾝｸﾘｰﾄの種別 ・A種 ・B種 (4.5.4)(表4.5.1) ※50 基礎ｽﾗﾌﾞ下、基礎梁下、土に接するｽﾗﾌﾞ下

下杭 kN/本 ・評定等の評価内容による ・

本杭 上杭 試験杭 上杭

中杭 中杭 ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度(Fc) （ ） N/mm2 (4.5.4～6) 11 床下防湿層 施工範囲 (4.6.2、5)

下杭 下杭 ・建物内の土間ｽﾗﾌﾞ及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下(ピット下を除く)

本杭 上杭 ｽﾗﾝﾌﾟ ※18㎝ ・21cm ・

中杭

下杭 構造体強度補正値(S) ・3N/mm2 (4.5.4) 材料 ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ厚さ0.15mm以上

・評定等の評価内容による ・

試験杭の施工 ※本杭の施工に先立ち行う (4.2.2) ・

・ 防湿層の位置 ・図示による （ ） ・

掘削工法 (4.5.1)(4.5.5、6)

試験杭の位置、本数 ※最初の一本 (4.3.3) 試験杭の施工 ※本杭の施工に先立ち行う ・ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法

・図示による （ ） ・ 安定液 ・使用する ・使用しない

・ﾘﾊﾞｰｽ工法

杭先端部形状 試験杭の位置、本数 ※最初の一本 ・ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ工法

・開放形 ・半開放形 ・閉そく形 ・ ・図示による （ ） 孔内の水張り ・行う ・行わない

施工方法 (4.3.4、5) 施工方法 併用する工法

・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法 (4.3.4) ・特定埋込杭工法 ・場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法 図示による （ ）

ｱｰｽｵｰｶﾞｰの支持地盤への掘削深さ ・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式で 鋼管巻き材料 ・SKK400 ・SKK490

・図示による ・ α＝250を採用できる工法 ・拡底杭工法 図示による （ ）

杭の支持地盤への根入れ長さ 図示による （ ） 安定液 ・使用する ・使用しない

・図示による ・ ・上記以外の特定埋込杭工法 ・

杭の精度 図示による （ ）

水平方向の位置ずれ ・杭径の1/4かつ100mm以下 試験杭 (4.2.2)(4.5.5、6)

・ 工法 試験杭の施工 ※本杭の施工に先立ち行う

杭の傾斜 ・1/100以内 ・ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固め工法 ・

・ ・中掘り拡大根固め工法

・鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ杭工法 試験杭の位置、本数 ※最初の一本 ・図示による （ ）

・特定埋込杭工法 ・回転杭工法

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式で 孔壁測定 (4.5.5、6)

α＝250を採用できる工法 杭の根入れ長さ ・行う 測定方法、測定箇所

図示による （ ） ・評定等の評価内容による ・ ・図示による （ ）

・上記以外の特定埋込杭工法 ・行わない

図示による （ ） 杭の精度 水平方向の位置ずれ ・評定等の評価内容による

・ 杭の支持層への根入れ長さ

杭の傾斜 ・評定等の評価内容による ・図示による ・

・

杭の精度 水平方向の位置ずれ ・杭径の1/4かつ100mm以下

・評定等の評価内容による

杭の傾斜 ・1/100以内

・評定等の評価内容による
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1 鉄筋の種類 鉄筋の種類 (5.2.1)(表5.2.1) 6 機械式継手 使用箇所 (5.5.2) 8 各部配筋 各部配筋 (5.3.7) 1 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度 (6.2.2)

種類の記号 呼び名（㎜） 備考 ・図示による （ ） ・ ※図示による（構造関係共通図(配筋標準図）） 及び強度 設計基準強度（N/mm2） 適用箇所

・SD295 D10,D13 ・（ 図示 ） ・21

・SD345 性能(H12建告第1463号に適合するもの) (5.5.2) ・24

・ ・A級 ・ 9 圧接完了後 外観試験 (5.4.10) ・27

の試験 ※行う （全数） ・18

2 溶接金網 形状等 (5.2.2) 種類 (5.5.2) 抜取試験

種類 種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の径（㎜） 使用部位 ・ねじ式鉄筋継手 ※超音波探傷試験 構造体強度補正値（S） ※標準仕様書表6.3.2による

・溶接金網 Φ5-150 充填方式 ・引張試験 ・

・鉄筋格子 ・無機ｸﾞﾗｳﾄ方式 ・有機ｸﾞﾗｳﾄ方式 ・  試験ﾛｯﾄ ：1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。

・端部ねじ加工継手 なお、200箇所を超えるときは200箇所ごととする 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度 (6.2.2)

3 鉄筋の継手 加工 (5.3.2) ・ﾓﾙﾀﾙ充填継手 設計基準強度（N/mm2） 適用箇所

90°未満の折曲げ内法直径 ・ ・ 10 帯筋 組立の形の種別 ・24

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ・

継手方法等 (5.3.4)(5.5.2～3) 機械式継手の工法 (5.5.2) ・H形 ・（ ）形

部位 継手方法 呼び名（㎜） ・第三者機関の評定等を取得している工法 ・図示による （ ） ｽﾗﾝﾌﾟの位置（㎝） (6.2.4)（表6.2.2)

柱、梁の主筋 ※ｶﾞｽ圧接 ・機械式継手 ・溶接継手 ・図示による （ ） 打込み箇所 基礎、基礎梁、土間ｽﾗﾌﾞ 柱、梁、ｽﾗﾌﾞ、壁

・ 11 最上階柱頭補強 補強方法 所要ｽﾗﾝﾌﾟ 15、18 18

耐力壁の鉄筋 ※重ね継手 鉄筋相互のあき (5.3.5) ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図））

その他の鉄筋 ※重ね継手 ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ・図示による （ ） 2 ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄ 類別 (6.2.1)（表6.2.1)

（ ） ・（ ） ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 ※Ⅰ類 ・Ⅱ類

12 片持ちｽﾗﾌﾞの 配筋方法

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ (5.3.4) 品質の確認方法 (5.5.2) 出隅部の ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ製造工場の選定 (6.4.1)

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ・図示による （ ） ・評定等の評価内容による 補強配筋 ・図示による （ ） ※全国生ｺﾝｸﾘｰﾄ品質管理監査会議に 適 ﾏｰｸを承認された工場　

・図示による （ ） （出隅受け部分の ・図示

検査 補強筋を含む） 出隅部分及び出隅受け部の補強筋

継手位置図 ・評定等の評価内容による ・図示による （ ） 3 ｾﾒﾝﾄ 種類 (6.3.1)(表6.3.1)

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ・ ・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ又は高炉ｾﾒﾝﾄA種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

・図示による （ ） 施工完了後の継手部の試験 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和

・外観試験 13 壁開口部の補強 一般壁 熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする。

柱及び張り主筋の継手の長さ 試験対象 ・全数 ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） 施工箇所 （ ）

・図示による （ ） ・ 試験項目 ・評定等の評価内容による ・ （ ・A形 ・B形 ） ・高炉ｾﾒﾝﾄB種 G

試験方法 ・評定等の評価内容による ・ ・図示による （ ） 施工箇所 （ ）

4 鉄筋の定着の 鉄筋の定着方法 ・超音波測定試験 ・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種 G

方法及び長さ ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） 試験対象 耐震壁 施工箇所 （ ）

・図示による （ ） ・抜取り ・図示による （ ） ・

ﾛｯﾄ ・１組の作業班が１日に行った継手箇所で、

鉄筋の定着長さ (5.3.4)（表5.3.4～5) 最大２００箇所程度とする 14 梁貫通孔の補強 補強形式 4 骨材 ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性による区分 (6.3.1)

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ・ ・図示による （ ） ※A ・B

・図示による （ ） 試験の箇所数 1ﾛｯﾄに対して （ ）箇所 ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図））

・全数 5 混和材料 ・混和剤 (6.3.1)

機械式定着工法 試験項目 ・挿入長さ 配筋種別 混和剤の種類

・適用する 試験方法 ・JIS Z 3064（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用機械式継手の鉄筋 ・図示による （ ） ※標準仕様書6.3.1(4)(a)による

適用箇所 ・図示による （ ） ・ 挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準） ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ・

種類 ・摩擦圧接接合 ・螺合ｸﾞﾗｳﾄ固定 による （ ・H形 ・ ） ・混和剤 (6.3.1)

・篏合ｸﾞﾗｳﾄ固定 混和剤の種類

工法 ・第三者機関の評定等を取得している工法とする 不良となった継手の修正方法等 (5.5.2) 梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト ※標準仕様書6.3.1(4)(b)による

必要定着長さ ・評定等の評価内容による ・図示による （ ） ・ ・図示による （ ） ・

品質確認 ・評定等の評価内容による

検査 ・評定等の評価内容による 7 溶接継手 使用箇所 (5.6.3) 15 基礎梁主筋 ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）(b)） 6 気乾単位 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ (6.2.3)(6.10.2)

・図示による （ ） ・ の継手 （ ・全て ・ ） 容積質量 ・2.3t/m3程度 ・

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）(c)）

5 鉄筋のかぶり 最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う) (5.3.5)（表5.3.6) 性能(H12建告第1463号に適合するもの) (5.6.3) （ ・全て ・ ） 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

厚さ及び間隔 ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） ・A級 ・ ・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）(d)） ・1種(1.8～2.1t/m3) ・2種(1.4～1.8t/m3)

（溶接金網を含む） ・図示による （ 基礎詳細図 ） （ ・全て ・ ）

溶接継手の工法 （ ） (5.6.3) ・図示による （ ） 7 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ 種類 (6.10.1、2)(表6.10.1)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無 ・1種 ・2種

・有り 適用箇所 （ ） 鉄筋相互のあき (5.6.3) 16 機械吊上げ用 種別

最小かぶり厚さ ・標準仕様書5.3.5(4)による ﾌｯｸ ・図示による （ ） 適用箇所

・鉄筋径の1.5倍以上 ・評定等の評価内容による ・図示による （ ） ・

・ ・図示による（構造関係共通図（配筋詳細図

・無し ・ ｽﾗﾝﾌﾟ ※21cm ・

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄを適用する場合 施工完了後の継手部の試験 8 ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄ ｾﾒﾝﾄの種類 (6.13.1～2)

・無し ・外観試験 ・高炉ｾﾒﾝﾄB種 G

・有り 適用箇所 （ ） 試験対象 ・全数 ・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図））に加える 試験項目 ・評定等の評価内容による ・ ・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

厚さ（ ）mm 試験方法 ・評定等の評価内容による ・ ・低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

・ ・超音波探傷試験 ・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種 G

耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)　 試験対象 ・ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

・無し ・抜取り

・有り 適用箇所 （ ） ﾛｯﾄ ・１組の作業班が１日に行った継手箇所で、 適用箇所

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図））に加える 最大２００箇所程度とする ・図示による （ ） ・

厚さ（ ）mm ・

・ 試験の箇所数 1ﾛｯﾄに対して （ ）箇所 混和材料 (6.13.2)

・全数 ・混和剤 混和剤の種類

鉄筋相互のあき(特殊な鉄筋を除く) (5.3.5)（図5.3.6) 試験項目 ・内部欠陥の検出 ・標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）） 試験方法 ・JIS Z 3063（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用異形棒鋼溶接部の ・

・図示による （ 基礎詳細図 ） 超音波探傷試験方法及び判定基準）による ・混和材 混和材の種類

・標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による

品質の確認方法 (5.6.3) ・

・図示による （ ） ・

ｽﾗﾝﾌﾟ ※15cm ・（ ） (6.13.2)

不良となった継手の修正方法等 (5.6.3)

・図示による （ ） ・ 構造体強度補正値（S） ※標準仕様書表6.13.1による (6.13.2)

・
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9 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 (6.14.1) 1 鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力  (7.1.3) 6 溶融亜鉛めっき ｾｯﾄの種類 11 ｽﾀｯﾄﾞ 材質、形状及び寸法 (7.2.8)

※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ ※建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として 高力ﾎ◌゙ﾙﾄ ・1種(F8T相当) ・ ※頭付きｽﾀｯﾄﾞ JIS B 1198  

・ 認定を受けた(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構 ・

(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める 溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

適用箇所 (6.14.1) （ ）ｸﾞﾚｰﾄﾞとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は ・図示による （ ） ・ 呼び名等

・標準仕様書6.14.1(4)による箇所 同等以上の能力のある工場  ・監督職員の承諾する工場(標仕7.1.1 呼び名 呼び長さ(mm) 適用箇所

・標準仕様書6.14.1(4)以外の箇所 以外の適用範囲に限る。) 溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径 ・16

・図示による （ ） ・ ・大臣認定を受けた内容による ・19

2 鉄骨製作工場 ・適用する (7.1.4) ・ ・22

設計基準強度 (6.14.1) における施工 ・適用しない 

※18N/mm2 ・ 管理技術者 ﾎ◌゙ﾙﾄの縁端距離、ﾎ◌゙ﾙﾄ間隔、ｹ◌゙ｰｼ◌゙等 12 柱底均し ﾓﾙﾀﾙの種類 (7.2.9)

・図示による(構造関係共通事項 構造関係共通図(鉄骨標準図) モルタル ・標準仕様書7.2.9(1)による

ｽﾗﾝﾌﾟ 3 鋼材 材質等 (7.2.1)(表7.2.1) 1-1縁端距離及びボルト間隔による) ※無収縮ﾓﾙﾀﾙ

※15㎝又は18㎝ ・ 種類の記号 適用箇所 規格 材質、形状及び寸法 ・ 無収縮モルタルの材料、調合等

※図示による ※JISによる ※図示による 材料、調合等 ※準仕様書7.2.9(2)による

10 流動化ｺﾝｸﾘｰﾄ 適用箇所 (6.15.1) （ ） ・大臣認定による （ ） 摩擦面の処理 (7.12.5) ・

・図示による （ ） ・ ・ ・ﾌ◌゙ﾗｽﾄ処理(表面粗度50μmRz以上)又はリン酸塩処理 品質及び試験方法 ※標準仕様書 表7.2.5による

※図示による ※JISによる ※図示による ﾘﾝ酸塩処理とした場合はすべり係数値の確認を行う ・

11 打継ぎの位置、 打継ぎの位置 (6.6.4)(6.8.1)(9.7.3) （ ） ・大臣認定による （ ） ・すべり係数試験

ひび割れ ・標準仕様書6.6.4(1)による ・図示による （ ） ・ 試験方法 13 工作図 監督職員による現寸検査 (7.3.2)

誘発目地、 ※図示による ※JISによる ※図示による ・「高力ﾎﾞﾙﾄ接合設計施工ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ(日本建築学会)」 ・行わない

打継目地 目地寸法 （ ） ・大臣認定による （ ） ・行う

・標準仕様書9.7.3による ・図示による （ ） ・ 7 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 適用 (7.2.4)(表7.2.3)(7.10.3)

※図示による ※JISによる ※図示による ・構造用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は

間隔、位置、形状 （ ） ・大臣認定による （ ） ・ABR400 　ｾｯﾄの種類 (JIS B 1220) 現場実測の上作成を行う

・図示による （ ） ・ ・ ・ABR490　 ｾｯﾄの種類 (JIS B 1220)

・SNR400B　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄのねじの公差域ｸﾗｽ及び 14 鉄骨の製作精度 ※標準仕様書7.3.3による (7.3.3)

12 ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り 部材の位置及び断面寸法の許容差 (6.2.5)(表6.2.3) 仕上げの程度

※標準仕様書 表6.2.3による ・標準仕様書 表7.2.3による ・ 溶接ずれ及び食い違い

・ 形状、寸法 ・  図示による （ ） ・ ・溶接部はH12建告示1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足する

有効細長比(圧縮材に限る) こと

合板せき板を用いるｺﾝｸﾘｰﾄの打放し仕上げ (6.2.5)(6.8.2)(表6.2.4) ※図示による ・ ・建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ・溶接ずれ及び食い違いはH12建告示1464号第二号イ(1)(2)に規定する

※ｺﾝｸﾘｰﾄの打放し仕上げ種別と適用箇所は図示による 材質 ただし書きの計算確認有り。

・ 4 高力ﾎﾞﾙﾄ ﾎﾞﾙﾄの区分 (7.2.2)(7.3.2)(7.4.1〜9) ・SS400 ・ 図示（ ）

※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄのねじの公差域クラス及び仕上げの程度 補強方法 ・「突き合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上がりの平たんさ ・IS形高力ボルト 仕上げの程度 ﾏﾆｭｱﾙ(建築研究所監修)」による。

種別 適用箇所 セットの種類 ・2種(F10T) ・ ・標準仕様書 表7.2.3による ・

・a種 ・ 15 鉄骨の仮組 ・行わない (7.3.10)

・b種 高力ﾎ◌゙ﾙﾄの径 形状、寸法 ・行う

・c種 ※図示による （ ） ・  図示による （ ） ・ 仮組を行う範囲

・図示による （ ） ・

13 打増し厚さ (6.8.2) ﾎ◌゙ﾙﾄの縁端距離、ﾎ◌゙ﾙﾄ間隔、ｹ◌゙ｰｼ◌゙等 (7.3.2) ﾎ◌゙ﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹ◌゙⁻ｼ◌゙等 (7.3.2)

(打放し ・打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む)の ・図示による(構造関係共通事項 構造関係共通図(鉄骨標準図) ・図示による （ ） ・ 16 溶接技能者の 試験の要領及び付加試験を要する溶接箇所 (7.6.3)

仕上げ部) 打増し厚さ(外部に面する部分に限る) 1-1縁端距離及びﾎ◌゙ﾙﾄ間隔) 技量付加試験 ・図示による （ ）

・20㎜ ・ ・ 8 溶接材料 溶接材料 (7.2.5) ・

※標準仕様書7.2.5(1)(2)による。

・打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む)の 摩擦面の処理 ・標準仕様書7.2.5(1)(2)以外の溶接材料 17 溶接接合 開先の形状 (7.6.4)

打増し厚さ(内部に面する部分に限る) ・ 材料及び使用箇所 ・  図示による （ ） ・図示による （ ）

・ ・図示による(構造関係共通図(鉄骨標準図)1-2)

すべり係数試験 9 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ 種類 ・

・外壁ﾀｲﾙ張りで、MCR工法又は目荒らし(高圧水洗)工法を行う ※行わない 建築用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ胴

場合は外部側に20mmの打増しを行う ・行う ・割枠式 ・ ｽｶﾗｯﾌﾟの形状 (7.6.7)

試験方法等 ・図示による （ ） 建築用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙﾎﾞﾙﾄ ・図示による （ ）

14 型枠 せき板の材料 (6.8.2) ・ ・羽子板ﾎﾞﾙﾄ ・ ・図示による(構造関係共通図(鉄骨標準図)1-4)

・合板 G ・ ねじの呼び ・

5 普通ﾎﾞﾙﾄ ﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄの材料 (7.2.3)(7.3.2)(7.3.8) ・  図示による （ ）

せき板の厚さ ※標準仕様書7.2.3(JIS附属書品)による ・ ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの切除する部分

・12㎜ ・ ・標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は、JIS本体規格品(ISO規格) ・全て

による。(JIS本体規格品による場合は、ﾎﾞﾙﾄの種類を呼び径六角 10 床構造用 材質、形状及び寸法 (6.8.2)(7.2.7) ・見え掛り部となる部分

断熱材の兼用 (6.8.3) ﾎﾞﾙﾄ又は全ねじ六角ﾎﾞﾙﾄ、強度区分を4.6又は4.8の鋼製とし、 ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 適用箇所 材質・形状・寸法 備考 ・切除する部分なし

・行う 適用箇所 （ ） ﾅｯﾄの種類を六角ﾅｯﾄ-Cの鋼製とする。なお、呼び径六角ﾎﾞﾙﾄ ・ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ ・

・行わない の軸径の最大寸法は、ﾎﾞﾙﾄの径の値以下とする。) 単独の構法

・ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄと 切断する範囲

ｽﾘｰﾌﾞの材種・規格等 (6.8.3) 座金 ｺﾝｸﾘｰﾄとの ・鋼製ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ、裏あて金等は、梁ﾌﾗﾝｼﾞの端から直線状に切断する。

※標仕6.8.2(9)(ｱ)(ｲ)による ・標準仕様書7.2.3(4)による 合成ｽﾗﾌﾞとする構法 その際の残し寸法は5mm以下とする。

・ ・ なお、切断面が交差する場合は交差部をｱｰﾙ状に加工する。

・

15 ｺﾝｸﾘｰﾄの 実施要領 (6.5.1) ﾎ◌゙ﾙﾄの径 床型枠用を使用する場合において受注者は、施工に先立ち施工の安全性を

単位水量 ・図示による（構造関係共通図(構造関係共通事項) ・図示による （ ） ・ 確認すること 切断面の仕上げ

測定 構-2.1.ｺﾝｸﾘｰﾄの単位水量測定） ・標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)➁による　

・ ﾎ◌゙ﾙﾄの縁端距離、ﾎ◌゙ﾙﾄ間隔、ｹ◌゙ｰｼ◌゙等 開口部補強要領(補強筋の定着長さ等を含む。) ・

・図示による(構造関係共通事項 構造関係共通図(鉄骨標準図) ・図示による （ ）

16 打継止水材 適用箇所 1-1縁端距離及びﾎ◌゙ﾙﾄ間隔) ・ 溶接部の余盛り高さ (7.6.7)

※ﾋﾟｯﾄ ・ ・JASS6付則6「鉄骨精度検査基準」付表3[溶接]による

・ ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄを鉄骨部材に溶接する場合の工法(合成スラブ除く) (7.7.8) ・

・ｱｰｸｽﾎﾟｯﾄ溶接又は隅肉溶接

材質 ・ 低応力高ｻｲｸﾙ疲労を受ける部位

※水膨張性ｺﾝｸﾘｰﾄ打継止水材　寸法w20×t10 ・図示による

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄを鉄骨部材に溶接する場合の工法(合成スラブ) ・

17 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ ※表6.9.2による (6.9.2～5)(表6.9.2) ・焼抜き栓溶接 ・ｽﾀｯﾄﾞ ・

耐火認定 

・有り

耐火時間 ・図示による （ ）

・無し
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仮設計画においては学校側と協議すること。仮設計画においては学校側と協議すること。仮設計画においては学校側と協議すること。仮設計画においては学校側と協議すること。仮設計画においては学校側と協議すること。仮設計画においては学校側と協議すること。仮設計画においては学校側と協議すること。
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・RC造平屋建：37ｍ2・RC造平屋建：37ｍ2・RC造平屋建：37ｍ2・RC造平屋建：37ｍ2・RC造平屋建：37ｍ2・RC造平屋建：37ｍ2・RC造平屋建：37ｍ2

・渦巻き型ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5Kw*2台・渦巻き型ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5Kw*2台・渦巻き型ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5Kw*2台・渦巻き型ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5Kw*2台・渦巻き型ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5Kw*2台・渦巻き型ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5Kw*2台・渦巻き型ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5Kw*2台

・内部に可燃物等がなく火災発生の恐れ無し・内部に可燃物等がなく火災発生の恐れ無し・内部に可燃物等がなく火災発生の恐れ無し・内部に可燃物等がなく火災発生の恐れ無し・内部に可燃物等がなく火災発生の恐れ無し・内部に可燃物等がなく火災発生の恐れ無し・内部に可燃物等がなく火災発生の恐れ無し
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20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝

引き紐引き紐引き紐引き紐引き紐引き紐引き紐

ｶﾞﾗﾘｶﾞﾗﾘｶﾞﾗﾘｶﾞﾗﾘｶﾞﾗﾘｶﾞﾗﾘｶﾞﾗﾘ

引き紐引き紐引き紐引き紐引き紐引き紐引き紐

20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝

1.61.61.61.61.61.61.6

2.02.02.02.02.02.02.0

1111111

1.61.61.61.61.61.61.6

1111111

1.61.61.61.61.61.61.6

2E2E2E2E2E2E2E

EEEEEEE
2.02.02.02.02.02.02.0

2E2E2E2E2E2E2E

1.61.61.61.61.61.61.6

2222222

1.61.61.61.61.61.61.6

3333333

1.61.61.61.61.61.61.6

2E2E2E2E2E2E2E

1.61.61.61.61.61.61.6

3333333

EEEEEEE

1.61.61.61.61.61.61.6

2.02.02.02.02.02.02.0

1.61.61.61.61.61.61.6

2E2E2E2E2E2E2E

1.61.61.61.61.61.61.6

3333333

EEEEEEE

2.02.02.02.02.02.02.0

1111111

1.61.61.61.61.61.61.6

1111111

1.61.61.61.61.61.61.6

1.61.61.61.61.61.61.6
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1.61.61.61.61.61.61.6
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2222222
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名称名称名称名称名称名称名称 仕様仕様仕様仕様仕様仕様仕様 色色色色色色色

屋根屋根屋根屋根屋根屋根屋根
ｼﾙﾊﾞｰ N5.5ｼﾙﾊﾞｰ N5.5ｼﾙﾊﾞｰ N5.5ｼﾙﾊﾞｰ N5.5ｼﾙﾊﾞｰ N5.5ｼﾙﾊﾞｰ N5.5ｼﾙﾊﾞｰ N5.5

断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25 -------

雨樋雨樋雨樋雨樋雨樋雨樋雨樋
軒樋:鋼板t=1.6+塗装軒樋:鋼板t=1.6+塗装軒樋:鋼板t=1.6+塗装軒樋:鋼板t=1.6+塗装軒樋:鋼板t=1.6+塗装軒樋:鋼板t=1.6+塗装軒樋:鋼板t=1.6+塗装 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 

縦樋:なし縦樋:なし縦樋:なし縦樋:なし縦樋:なし縦樋:なし縦樋:なし

庇庇庇庇庇庇庇 ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ W1760ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ W1760ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ W1760ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ W1760ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ W1760ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ W1760ｺﾝﾊﾞｲｻﾞｰ W1760 ﾋﾟｭｱｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｭｱｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｭｱｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｭｱｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｭｱｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｭｱｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｭｱｼﾙﾊﾞｰ

外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)外壁(複合ﾊﾟﾈﾙ)

Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 Vﾊﾟﾈﾙ色 

断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25断熱材:ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=25

Vﾊﾟﾈﾙ色Vﾊﾟﾈﾙ色Vﾊﾟﾈﾙ色Vﾊﾟﾈﾙ色Vﾊﾟﾈﾙ色Vﾊﾟﾈﾙ色Vﾊﾟﾈﾙ色

塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装 鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装鉄部見え掛かり:錆止め 一液型ｴﾎﾟｷｼ樹脂下塗り塗装

外部建具外部建具外部建具外部建具外部建具外部建具外部建具 ｱﾙﾐｻｯｼｱﾙﾐｻｯｼｱﾙﾐｻｯｼｱﾙﾐｻｯｼｱﾙﾐｻｯｼｱﾙﾐｻｯｼｱﾙﾐｻｯｼ ｼﾙﾊﾞｰｼﾙﾊﾞｰｼﾙﾊﾞｰｼﾙﾊﾞｰｼﾙﾊﾞｰｼﾙﾊﾞｰｼﾙﾊﾞｰ

仕上:金属折板 t=0.5仕上:金属折板 t=0.5仕上:金属折板 t=0.5仕上:金属折板 t=0.5仕上:金属折板 t=0.5仕上:金属折板 t=0.5仕上:金属折板 t=0.5 (不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)

外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27外部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27 (不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)

内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27内部仕上:ｶﾗｰ鋼板t=0.27 (不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)(不燃NM-8697)

 ■　外部仕様 ■　外部仕様 ■　外部仕様 ■　外部仕様 ■　外部仕様 ■　外部仕様 ■　外部仕様

25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡

1階床面積1階床面積1階床面積1階床面積1階床面積1階床面積1階床面積 25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡

延べ床面積延べ床面積延べ床面積延べ床面積延べ床面積延べ床面積延べ床面積 25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡25.99 ㎡

 ■　建物面積 ■　建物面積 ■　建物面積 ■　建物面積 ■　建物面積 ■　建物面積 ■　建物面積

建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積

20cm換気扇 引き紐ｽｲｯﾁ20cm換気扇 引き紐ｽｲｯﾁ20cm換気扇 引き紐ｽｲｯﾁ20cm換気扇 引き紐ｽｲｯﾁ20cm換気扇 引き紐ｽｲｯﾁ20cm換気扇 引き紐ｽｲｯﾁ20cm換気扇 引き紐ｽｲｯﾁ

ｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘｽﾃﾝﾚｽ製ｶﾞﾗﾘ

■　換気給気設備  凡例■　換気給気設備  凡例■　換気給気設備  凡例■　換気給気設備  凡例■　換気給気設備  凡例■　換気給気設備  凡例■　換気給気設備  凡例

記号記号記号記号記号記号記号 名称名称名称名称名称名称名称

防虫網付防虫網付防虫網付防虫網付防虫網付防虫網付防虫網付

樹脂製ﾌｰﾄﾞ樹脂製ﾌｰﾄﾞ樹脂製ﾌｰﾄﾞ樹脂製ﾌｰﾄﾞ樹脂製ﾌｰﾄﾞ樹脂製ﾌｰﾄﾞ樹脂製ﾌｰﾄﾞ

ｶﾞﾗﾘ155x205給気口ｶﾞﾗﾘ155x205給気口ｶﾞﾗﾘ155x205給気口ｶﾞﾗﾘ155x205給気口ｶﾞﾗﾘ155x205給気口ｶﾞﾗﾘ155x205給気口ｶﾞﾗﾘ155x205給気口

20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝20㎝

ｶﾞﾗﾘ155ｶﾞﾗﾘ155ｶﾞﾗﾘ155ｶﾞﾗﾘ155ｶﾞﾗﾘ155ｶﾞﾗﾘ155ｶﾞﾗﾘ155
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2246224622462246224622462246 104104104104104104104 2246224622462246224622462246

4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)

H1300H1300H1300H1300H1300H1300H1300

給給給給給給給

X2X2X2X2X2X2X2

X3X3X3X3X3X3X3

X4X4X4X4X4X4X4X1X1X1X1X1X1X1

Y1通り立面図Y1通り立面図Y1通り立面図Y1通り立面図Y1通り立面図Y1通り立面図Y1通り立面図

ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端

5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)

Y2Y2Y2Y2Y2Y2Y2Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y1

設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ

1FL1FL1FL1FL1FL1FL1FL

最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ

最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高
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最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高最高軒高

最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ最高高さ

1FL1FL1FL1FL1FL1FL1FL

設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ

Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y2Y2Y2Y2Y2Y2Y2

5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)5600(柱芯)

ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端ユニット下端

Y2通り立面図Y2通り立面図Y2通り立面図Y2通り立面図Y2通り立面図Y2通り立面図Y2通り立面図

X1X1X1X1X1X1X1X4X4X4X4X4X4X4

X3X3X3X3X3X3X3

X2X2X2X2X2X2X2

H1300H1300H1300H1300H1300H1300H1300

4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)4596(柱芯)

2246224622462246224622462246 104104104104104104104 2246224622462246224622462246
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X1通り立面図X1通り立面図X1通り立面図X1通り立面図X1通り立面図X1通り立面図X1通り立面図

A1:1/50A1:1/50A1:1/50A1:1/50A1:1/50A1:1/50A1:1/50

A3:1/100A3:1/100A3:1/100A3:1/100A3:1/100A3:1/100A3:1/100
PAPAPAPAPAPAPA

※三協フロンティア　1F:CT-54J(S)2連棟同等品とする。※三協フロンティア　1F:CT-54J(S)2連棟同等品とする。※三協フロンティア　1F:CT-54J(S)2連棟同等品とする。※三協フロンティア　1F:CT-54J(S)2連棟同等品とする。※三協フロンティア　1F:CT-54J(S)2連棟同等品とする。※三協フロンティア　1F:CT-54J(S)2連棟同等品とする。※三協フロンティア　1F:CT-54J(S)2連棟同等品とする。

ADADADADADADAD

ｶﾞﾗｽ建築確認記号:Sｶﾞﾗｽ建築確認記号:Sｶﾞﾗｽ建築確認記号:Sｶﾞﾗｽ建築確認記号:Sｶﾞﾗｽ建築確認記号:Sｶﾞﾗｽ建築確認記号:Sｶﾞﾗｽ建築確認記号:S

ｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ鎌式ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ鎌式ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ鎌式ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ鎌式ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ鎌式ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ鎌式ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄｻﾑｽﾗｲﾀﾞｰ鎌式ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ
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予備スペース予備スペース予備スペース予備スペース予備スペース予備スペース予備スペース
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ｱｰｽ線は、全て1.6mmの物を使用。ｱｰｽ線は、全て1.6mmの物を使用。ｱｰｽ線は、全て1.6mmの物を使用。ｱｰｽ線は、全て1.6mmの物を使用。ｱｰｽ線は、全て1.6mmの物を使用。ｱｰｽ線は、全て1.6mmの物を使用。ｱｰｽ線は、全て1.6mmの物を使用。

分　電　盤　図分　電　盤　図分　電　盤　図分　電　盤　図分　電　盤　図分　電　盤　図分　電　盤　図

回路 ② のｱｰｽ線は、途中で回路 ① のｱｰｽ配線に合流。回路 ② のｱｰｽ線は、途中で回路 ① のｱｰｽ配線に合流。回路 ② のｱｰｽ線は、途中で回路 ① のｱｰｽ配線に合流。回路 ② のｱｰｽ線は、途中で回路 ① のｱｰｽ配線に合流。回路 ② のｱｰｽ線は、途中で回路 ① のｱｰｽ配線に合流。回路 ② のｱｰｽ線は、途中で回路 ① のｱｰｽ配線に合流。回路 ② のｱｰｽ線は、途中で回路 ① のｱｰｽ配線に合流。

②②②②②②②

電源電源電源電源電源電源電源 2P1E2P1E2P1E2P1E2P1E2P1E2P1E
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コンセントコンセントコンセントコンセントコンセントコンセントコンセント

20AT20AT20AT20AT20AT20AT20AT

③③③③③③③

照明／コンセント照明／コンセント照明／コンセント照明／コンセント照明／コンセント照明／コンセント照明／コンセント

15mA15mA15mA15mA15mA15mA15mA

1φ2W　100V1φ2W　100V1φ2W　100V1φ2W　100V1φ2W　100V1φ2W　100V1φ2W　100V

現地にて接地工事を行うこと現地にて接地工事を行うこと現地にて接地工事を行うこと現地にて接地工事を行うこと現地にて接地工事を行うこと現地にて接地工事を行うこと現地にて接地工事を行うこと

100V100V100V100V100V100V100V
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LEDベースライトLEDベースライトLEDベースライトLEDベースライトLEDベースライトLEDベースライトLEDベースライト

名称名称名称名称名称名称名称

スイッチスイッチスイッチスイッチスイッチスイッチスイッチ

壁付けｺﾝｾﾝﾄ壁付けｺﾝｾﾝﾄ壁付けｺﾝｾﾝﾄ壁付けｺﾝｾﾝﾄ壁付けｺﾝｾﾝﾄ壁付けｺﾝｾﾝﾄ壁付けｺﾝｾﾝﾄ

1.61.61.61.61.61.61.6

分電盤分電盤分電盤分電盤分電盤分電盤分電盤

VV-F2.0-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F2.0-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F2.0-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F2.0-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F2.0-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F2.0-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F2.0-3C ただし 1Cはｱｰｽ線

天井付けｺﾝﾝｾﾝﾄ天井付けｺﾝﾝｾﾝﾄ天井付けｺﾝﾝｾﾝﾄ天井付けｺﾝﾝｾﾝﾄ天井付けｺﾝﾝｾﾝﾄ天井付けｺﾝﾝｾﾝﾄ天井付けｺﾝﾝｾﾝﾄ

LEDLEDLEDLEDLEDLEDLED

記号記号記号記号記号記号記号 仕様仕様仕様仕様仕様仕様仕様

1.61.61.61.61.61.61.6

照明器具照明器具照明器具照明器具照明器具照明器具照明器具

電　線電　線電　線電　線電　線電　線電　線

15A×口数　125V15A×口数　125V15A×口数　125V15A×口数　125V15A×口数　125V15A×口数　125V15A×口数　125V

VV-F1.6-3CVV-F1.6-3CVV-F1.6-3CVV-F1.6-3CVV-F1.6-3CVV-F1.6-3CVV-F1.6-3C

2口の合計15Aまで　125V2口の合計15Aまで　125V2口の合計15Aまで　125V2口の合計15Aまで　125V2口の合計15Aまで　125V2口の合計15Aまで　125V2口の合計15Aまで　125V

VV-F1.6-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F1.6-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F1.6-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F1.6-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F1.6-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F1.6-3C ただし 1Cはｱｰｽ線VV-F1.6-3C ただし 1Cはｱｰｽ線

2.02.02.02.02.02.02.0

3路ｽｲｯﾁ 300V 10A3路ｽｲｯﾁ 300V 10A3路ｽｲｯﾁ 300V 10A3路ｽｲｯﾁ 300V 10A3路ｽｲｯﾁ 300V 10A3路ｽｲｯﾁ 300V 10A3路ｽｲｯﾁ 300V 10A3333333

凡　　　　例凡　　　　例凡　　　　例凡　　　　例凡　　　　例凡　　　　例凡　　　　例

別図に示す別図に示す別図に示す別図に示す別図に示す別図に示す別図に示す

各ｺﾝｾﾝﾄ･照明はｱｰｽ付です。各ｺﾝｾﾝﾄ･照明はｱｰｽ付です。各ｺﾝｾﾝﾄ･照明はｱｰｽ付です。各ｺﾝｾﾝﾄ･照明はｱｰｽ付です。各ｺﾝｾﾝﾄ･照明はｱｰｽ付です。各ｺﾝｾﾝﾄ･照明はｱｰｽ付です。各ｺﾝｾﾝﾄ･照明はｱｰｽ付です。

型板4/ｱﾙﾐ複合板型板4/ｱﾙﾐ複合板型板4/ｱﾙﾐ複合板型板4/ｱﾙﾐ複合板型板4/ｱﾙﾐ複合板型板4/ｱﾙﾐ複合板型板4/ｱﾙﾐ複合板 ｶﾞﾗｽ:ｶﾞﾗｽ:ｶﾞﾗｽ:ｶﾞﾗｽ:ｶﾞﾗｽ:ｶﾞﾗｽ:ｶﾞﾗｽ: 型板4型板4型板4型板4型板4型板4型板4

参考図参考図参考図参考図参考図参考図参考図

更衣・乾燥室更衣・乾燥室更衣・乾燥室更衣・乾燥室更衣・乾燥室更衣・乾燥室更衣・乾燥室 棚(備品)棚(備品)棚(備品)棚(備品)棚(備品)棚(備品)棚(備品)

防具棚(備品)防具棚(備品)防具棚(備品)防具棚(備品)防具棚(備品)防具棚(備品)防具棚(備品)

乾燥機(備品)乾燥機(備品)乾燥機(備品)乾燥機(備品)乾燥機(備品)乾燥機(備品)乾燥機(備品)

ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ図ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ図ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ図ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ図ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ図ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ図ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞﾕﾆｯﾄ図

牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）
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図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号
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　　年　　月　　年　　月　　年　　月　　年　　月　　年　　月　　年　　月　　年　　月

設 計 変 更 年 月 日設 計 変 更 年 月 日設 計 変 更 年 月 日設 計 変 更 年 月 日設 計 変 更 年 月 日設 計 変 更 年 月 日設 計 変 更 年 月 日

１回    年   月   日１回    年   月   日１回    年   月   日１回    年   月   日１回    年   月   日１回    年   月   日１回    年   月   日

２回    年   月   日２回    年   月   日２回    年   月   日２回    年   月   日２回    年   月   日２回    年   月   日２回    年   月   日

３回    年   月   日３回    年   月   日３回    年   月   日３回    年   月   日３回    年   月   日３回    年   月   日３回    年   月   日

１級建築士登録  第        号１級建築士登録  第        号１級建築士登録  第        号１級建築士登録  第        号１級建築士登録  第        号１級建築士登録  第        号１級建築士登録  第        号
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参考図参考図参考図参考図参考図参考図参考図

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100 S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100S=1/100

矩計図　S=1/30矩計図　S=1/30矩計図　S=1/30矩計図　S=1/30矩計図　S=1/30矩計図　S=1/30矩計図　S=1/30

横断詳細図　S=1/10横断詳細図　S=1/10横断詳細図　S=1/10横断詳細図　S=1/10横断詳細図　S=1/10横断詳細図　S=1/10横断詳細図　S=1/10
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A1:1/10,30,100A1:1/10,30,100A1:1/10,30,100A1:1/10,30,100A1:1/10,30,100A1:1/10,30,100A1:1/10,30,100

A3:1/20,60,200A3:1/20,60,200A3:1/20,60,200A3:1/20,60,200A3:1/20,60,200A3:1/20,60,200A3:1/20,60,200

矩計図・横断詳細図・伏図・軸組図・部材ﾘｽﾄ矩計図・横断詳細図・伏図・軸組図・部材ﾘｽﾄ矩計図・横断詳細図・伏図・軸組図・部材ﾘｽﾄ矩計図・横断詳細図・伏図・軸組図・部材ﾘｽﾄ矩計図・横断詳細図・伏図・軸組図・部材ﾘｽﾄ矩計図・横断詳細図・伏図・軸組図・部材ﾘｽﾄ矩計図・横断詳細図・伏図・軸組図・部材ﾘｽﾄ

牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）
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斜線部は押さえコンクリート範囲を示す。斜線部は押さえコンクリート範囲を示す。斜線部は押さえコンクリート範囲を示す。斜線部は押さえコンクリート範囲を示す。斜線部は押さえコンクリート範囲を示す。斜線部は押さえコンクリート範囲を示す。斜線部は押さえコンクリート範囲を示す。

※建物外側に向かって1/100程度※建物外側に向かって1/100程度※建物外側に向かって1/100程度※建物外側に向かって1/100程度※建物外側に向かって1/100程度※建物外側に向かって1/100程度※建物外側に向かって1/100程度

　の水勾配を取ること。　の水勾配を取ること。　の水勾配を取ること。　の水勾配を取ること。　の水勾配を取ること。　の水勾配を取ること。　の水勾配を取ること。
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(設計GL＋150)(設計GL＋150)(設計GL＋150)(設計GL＋150)(設計GL＋150)(設計GL＋150)(設計GL＋150)
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１.　は、鉄筋 D10 を示す。１.　は、鉄筋 D10 を示す。１.　は、鉄筋 D10 を示す。１.　は、鉄筋 D10 を示す。１.　は、鉄筋 D10 を示す。１.　は、鉄筋 D10 を示す。１.　は、鉄筋 D10 を示す。

２.  は、鉄筋 D13 を示す。２.  は、鉄筋 D13 を示す。２.  は、鉄筋 D13 を示す。２.  は、鉄筋 D13 を示す。２.  は、鉄筋 D13 を示す。２.  は、鉄筋 D13 を示す。２.  は、鉄筋 D13 を示す。

３.　は、鉄筋 D16 を示す。３.　は、鉄筋 D16 を示す。３.　は、鉄筋 D16 を示す。３.　は、鉄筋 D16 を示す。３.　は、鉄筋 D16 を示す。３.　は、鉄筋 D16 を示す。３.　は、鉄筋 D16 を示す。
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クリート下端を下げること。クリート下端を下げること。クリート下端を下げること。クリート下端を下げること。クリート下端を下げること。クリート下端を下げること。クリート下端を下げること。
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レベル精度　　　　　　　　　2mm以内レベル精度　　　　　　　　　2mm以内レベル精度　　　　　　　　　2mm以内レベル精度　　　　　　　　　2mm以内レベル精度　　　　　　　　　2mm以内レベル精度　　　　　　　　　2mm以内レベル精度　　　　　　　　　2mm以内

アンカーピッチ精度　　　　　4mm以内アンカーピッチ精度　　　　　4mm以内アンカーピッチ精度　　　　　4mm以内アンカーピッチ精度　　　　　4mm以内アンカーピッチ精度　　　　　4mm以内アンカーピッチ精度　　　　　4mm以内アンカーピッチ精度　　　　　4mm以内

対角精度　　　　　　　　　　　±3mm対角精度　　　　　　　　　　　±3mm対角精度　　　　　　　　　　　±3mm対角精度　　　　　　　　　　　±3mm対角精度　　　　　　　　　　　±3mm対角精度　　　　　　　　　　　±3mm対角精度　　　　　　　　　　　±3mm

* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。* 地盤に高低差がある場合現場監督者に確認のこと。

使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料使用材料

長期許容支持力 qa = 30 kN/m長期許容支持力 qa = 30 kN/m長期許容支持力 qa = 30 kN/m長期許容支持力 qa = 30 kN/m長期許容支持力 qa = 30 kN/m長期許容支持力 qa = 30 kN/m長期許容支持力 qa = 30 kN/m

1）コンクリート1）コンクリート1）コンクリート1）コンクリート1）コンクリート1）コンクリート1）コンクリート

設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )設計基準強度　Fc = 18 (N/mm )

品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )品質基準強度　Fq = 18 (N/mm )

※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度※調合管理強度は品質基準強度に構造体強度

2）鉄筋　SD2952）鉄筋　SD2952）鉄筋　SD2952）鉄筋　SD2952）鉄筋　SD2952）鉄筋　SD2952）鉄筋　SD295

調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )調合管理強度　Fm = 18+mSn (N/mm )

　補正値(mSn)を加えた値とする。　補正値(mSn)を加えた値とする。　補正値(mSn)を加えた値とする。　補正値(mSn)を加えた値とする。　補正値(mSn)を加えた値とする。　補正値(mSn)を加えた値とする。　補正値(mSn)を加えた値とする。

 平均気温 平均気温 平均気温 平均気温 平均気温 平均気温 平均気温

  ｍSn  ｍSn  ｍSn  ｍSn  ｍSn  ｍSn  ｍSn

※暑中期間におけるmSnは+6とする。※暑中期間におけるmSnは+6とする。※暑中期間におけるmSnは+6とする。※暑中期間におけるmSnは+6とする。※暑中期間におけるmSnは+6とする。※暑中期間におけるmSnは+6とする。※暑中期間におけるmSnは+6とする。

   8≦θ   8≦θ   8≦θ   8≦θ   8≦θ   8≦θ   8≦θ

   +3   +3   +3   +3   +3   +3   +3

 0≦θ＜8 0≦θ＜8 0≦θ＜8 0≦θ＜8 0≦θ＜8 0≦θ＜8 0≦θ＜8

   +6   +6   +6   +6   +6   +6   +6

・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）・普通セメントの構造体強度補正値（mSn）

　基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。　基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。　基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。　基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。　基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。　基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。　基礎工事の際は申請図書の最終基礎図で施工を行うこと。

　最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。　最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。　最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。　最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。　最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。　最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。　最終的な基礎図は地盤調査及び構造計算により決定する。

※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。※本図は標準プランを想定した参考基礎図である。

2222222

2222222

2222222

2222222

特記なき限り下記による。特記なき限り下記による。特記なき限り下記による。特記なき限り下記による。特記なき限り下記による。特記なき限り下記による。特記なき限り下記による。

1.基礎天端は設計GL+150とする。1.基礎天端は設計GL+150とする。1.基礎天端は設計GL+150とする。1.基礎天端は設計GL+150とする。1.基礎天端は設計GL+150とする。1.基礎天端は設計GL+150とする。1.基礎天端は設計GL+150とする。

2.基礎下端は設計GL-120とする。2.基礎下端は設計GL-120とする。2.基礎下端は設計GL-120とする。2.基礎下端は設計GL-120とする。2.基礎下端は設計GL-120とする。2.基礎下端は設計GL-120とする。2.基礎下端は設計GL-120とする。

（見下げ図）（見下げ図）（見下げ図）（見下げ図）（見下げ図）（見下げ図）（見下げ図）
基礎伏図基礎伏図基礎伏図基礎伏図基礎伏図基礎伏図基礎伏図

3.　はアンカーボルトを示す。3.　はアンカーボルトを示す。3.　はアンカーボルトを示す。3.　はアンカーボルトを示す。3.　はアンカーボルトを示す。3.　はアンカーボルトを示す。3.　はアンカーボルトを示す。

4.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。4.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。4.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。4.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。4.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。4.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。4.特記なき　　はアンカーボルト芯を示す。

5.特記なき　　は基礎面を示す。5.特記なき　　は基礎面を示す。5.特記なき　　は基礎面を示す。5.特記なき　　は基礎面を示す。5.特記なき　　は基礎面を示す。5.特記なき　　は基礎面を示す。5.特記なき　　は基礎面を示す。

6.6.6.6.6.6.6.

木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A

木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A

木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A

木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A

木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A

木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A

木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B

木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B

木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B

木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A木杭A

木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B木杭B

Φ130*4.5ｍ(防腐防蟻処理)Φ130*4.5ｍ(防腐防蟻処理)Φ130*4.5ｍ(防腐防蟻処理)Φ130*4.5ｍ(防腐防蟻処理)Φ130*4.5ｍ(防腐防蟻処理)Φ130*4.5ｍ(防腐防蟻処理)Φ130*4.5ｍ(防腐防蟻処理)

下杭Φ120*5.5ｍ＋中杭Φ120*5.0ｍ＋上杭Φ150*3.0ｍ（防腐防蟻処理）下杭Φ120*5.5ｍ＋中杭Φ120*5.0ｍ＋上杭Φ150*3.0ｍ（防腐防蟻処理）下杭Φ120*5.5ｍ＋中杭Φ120*5.0ｍ＋上杭Φ150*3.0ｍ（防腐防蟻処理）下杭Φ120*5.5ｍ＋中杭Φ120*5.0ｍ＋上杭Φ150*3.0ｍ（防腐防蟻処理）下杭Φ120*5.5ｍ＋中杭Φ120*5.0ｍ＋上杭Φ150*3.0ｍ（防腐防蟻処理）下杭Φ120*5.5ｍ＋中杭Φ120*5.0ｍ＋上杭Φ150*3.0ｍ（防腐防蟻処理）下杭Φ120*5.5ｍ＋中杭Φ120*5.0ｍ＋上杭Φ150*3.0ｍ（防腐防蟻処理）

※木杭リスト(杉)※木杭リスト(杉)※木杭リスト(杉)※木杭リスト(杉)※木杭リスト(杉)※木杭リスト(杉)※木杭リスト(杉)

20202020202020基礎伏図・基礎詳細図基礎伏図・基礎詳細図基礎伏図・基礎詳細図基礎伏図・基礎詳細図基礎伏図・基礎詳細図基礎伏図・基礎詳細図基礎伏図・基礎詳細図

牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）

防湿シート＋押さえコンクリートt=60防湿シート＋押さえコンクリートt=60防湿シート＋押さえコンクリートt=60防湿シート＋押さえコンクリートt=60防湿シート＋押さえコンクリートt=60防湿シート＋押さえコンクリートt=60防湿シート＋押さえコンクリートt=60
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Ⅱ工事仕様書

1 共通仕様

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合､機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は( 　/　)図､建築工事の工事仕様書は(　/  )図による。

(1) 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は､国土交通省官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

　　（電気設備工事編）（令和7年版)｣（以下､｢標準仕様書｣という｡)及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気

　　設備工事編）（令和7年版)｣（以下､｢改修標準仕様書｣という｡)及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工

　　編）（令和7年版)」（以下､｢標準図｣という｡)による。

　　※ 排出ｶﾞｽ対策型建設機械とは､指定要項に基づき指定された排出ｶﾞｽ対策型建設機械をいう｡

(3) 本工事において以下に示す建設機械を使用する場合､排出ｶﾞｽ対策型建設 機械を使用するものとする｡なお､排出

　　ガス対策型建設機械に代えて､認定された排出ガス浄化装置を装着した建設機械に ついても､同等の建設機械と

　　みなすものとする。

(4)既存に手を加える場合は原形復旧を確実に行う。

(5)既存ｺﾝｸﾘｰﾄ壁・床の穴明は，原則としてﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰを使用する。

(6)必要と思われる工事は監督員の指示で行う。

(7)支持金物、ビス類は容易に腐食しないものとする。
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Co、As 埋設表示テープ

Co、As部 掘削 断面図

電線管

凡　例

PB332

100φ

PB300°x200 SUS・WP

はつり工事　100φ-150 床、壁

埋設標柱　鉄製

乾燥機

CET 14°E2.0（FEP50）床下ころがし

PE

電気設備　現況平面図・改修平面図

牛津高等学校副体育館鏡整備その他工事(プレファブユニット工事）


